
　今年も、無事、ゼミの「研究レポート」が提出されました。私が、聖和に
勤めて丁度、25年が過ぎました。当時、小学校１年生だった息子も、すで
に30代のおじさんになっています。勤めて２年目に阪神淡路大震災、その
後、関西学院との法人合併等の本学にとって大きな転機となる出来事にも遭
遇してきました。
　「研究レポート・作品」については、卒業生の皆様もそれぞれに思い出を
お持ちのことと思います。この25年間、このレポート提出は、本学におけ
る２年間の学びの総まとめとして変わらず継続されてきました。一方、少し
ずつ変化してきたこともあります。以前は、１年生アドバイザーが基礎演習を、２年生アドバイザーが研究演習を担当
していましたので、研究演習の１クラスの人数は30名近い年もありました。近年、アドバイザークラスと授業担当を切
り離したことから、研究演習をほぼ全員の教員で担当できるようになり、クラス人数も少し纏まりのあるものとなりま
した。1頁400字30枚以上との提出要件は変わりませんが、400字詰原稿用紙に手書きから、ワープロ、PC使用が少し
ずつ増え、強制ではないのですが、いつしか、手書きの提出者はいなくなり、全員がPC（Word）を使用して、プリン
ター出力で提出するようになりました。この傾向に合わせて、提出用紙はB5からA4版に変更されました。20年前には、
手書きで100枚超のレポートを提出した先輩もいたとの話をすると、学生達は、驚嘆します。私は、感情、情動をテー
マに心理学の立場から、聖和に勤める以前から40年以上にわたって研究を続けてきました。ゼミ生には、感情・情動を
縦軸に、横軸には保育、子どもに関わる各自の具体的興味に基づいて、研究テーマを決めていただいています。感情・
情動は、その発達、生起過程に加えて、愛着、ストレス、動機づけ等、広い領域に関連しており、ゼミの皆さんの興味
も多様で、今年も楽しく関わらせていただきました。保育、子どもに対する思いが変わらず保育科に受け継がれている
のを感じます。
　個人研究室は、就職当初、木造２階建ての旧１号館２階にいただきました。しかし、その次年度１月に震災に見舞われ、

耐震上の問題から建替えられ、現在の１号館となり、この４階北側に個人研究室を
いただき現在に至っています。研究室からは、六甲山系、甲山、クリスマスにはツ
リーのイルミネーションが臨めます。前面には10号館（旧寮）がありましたが、昨
年、本通信でもご紹介しました２号館に建替えられました。震災後、この１号館の
建築委員等も務めさせていただきました。当時は現在の正門もまだなく校舎の配置
も机上のプランでしたが、いつしか、キャンパスが整備されていく様をみると、思
い出が失われる寂しさと共に、よき将来への夢をもつことの大切さを思います。

聖和短期大学通信No．10

　卒業生の皆さまには、ますますご活躍のこととおよろこび申し上げます。さて、今年も聖和短期大学通信を、
お手元にお届けいたします。先生方からの近況報告、聖和キャンパスの春夏秋冬の様子を掲載しました。学生時
代のことや聖和キャンパスを思い出しながらご一読ください。

齊木研究室より　～変わるものと、変わらないもの～

教員の異動をお知らせします

◇就任　立花　直樹准教授　（2018年４月１日付）

　2018年4月から、新しく着任された先生を紹介します。

◇退職　馬場　耕一郎准教授　（2019年３月31日付）

①職位　准教授
②専門
　社会福祉関連全般
③趣味
　アウトドア活動
　＆映画鑑賞

④抱負・メッセージ

立花　直樹（Tachibana Naoki）立花　直樹（Tachibana Naoki）

　卒業生の皆様、はじめまして。2018年4月に着任し、主に「福祉関連科目」や「保育実習」
等を担当しております。関西学院大学を卒業後は、企業、医療機関、障害児･者施設、社会福
祉協議会、行政機関などで従事しました。現在は、各地域の福祉施設職員キャリアパスや保育
士キャリアップ等の研修講師をしております。今後も、授業・実習や研修等を通じて、卒業生
の皆様との出会いを大切にしたいと思っておりますので、どうぞ宜しくお願い致します。

教授　齊木　久代



イースター礼拝＆エッグハンティング
　メアリー・イザベラ・ランバスチャペル（山川記念館）に

て、新入生にとっては、入学後初めてとなる特別礼拝として

１年生約150名がイースター（復活祭）礼拝を厳かに守ること

ができました。イースター礼拝の後、参加者全員で「新しい

命の始まり」を象徴する卵を求めて、エッグハンティングを

行いました。入学後約１ケ月が経ち、学生生活にもようやく

慣れ始め、友達もできた頃でもあり、一緒になって聖和キャン

パス内に隠されたタマゴを探す学生の歓声が、緑豊かな聖和の森に響いていました。

上ケ原キャンパスツアー
　五月晴れの爽やかな空気の中、教職員と共に全１年生が徒歩10分ほどの関西学

院大学にて上ケ原キャンパスツアーを行いました。毎年５月に実施されるツアーで

は、時計台にある博物館や図書館、ランバスチャペル、日本庭園など美しいキャン

パスを巡った後、社会学部チャペルにて礼拝の時を持ちました。

オープンキャンパス
　2018年度「夏のオープンキャンパス」では３回で約600名の来場があり

ました。夏の猛暑の中、あの聖和の坂を上り切ったときに目の前に広がる聖

和キャンパスの美しさに心癒される方も多かったことでしょう。プログラム

は、ミニ講義、キャンパスツアー、赤ちゃんふれあい体験、美術制作体験、

ミュージックラボでの音楽体験など、様々な企画を用意し、参加者の皆さん

に聖和の魅力をお伝えすることができました。また、今年は関西学院大学の

オープンキャンパス（上ケ原キャンパス）でも聖和短期大学のコーナーを設

け、積極的にPRすることができました。次年度も多くの方に参加いただける

よう、実りある企画を実施していく予定です。

The Four Seasons in SEIWA 2018

卒業感謝礼拝
2017年度卒業式
2018年度入学式
保護者対象教育懇談会
イースター礼拝
上ケ原キャンパスツアー（１年生）

2018年３月16日
2018年３月17日
2018年４月２日
2018年４月21日
2018年４月26日
2018年５月14日

ペンテコステ礼拝
第１回オープンキャンパス
保育フェア
第 2回オープンキャンパス
（関西学院大学と同時開催）
第 3回オープンキャンパス

2018年６月７日
2018年６月10日

2018年８月４日

2018年８月12日

春

夏



ホームカミングデー
　聖和キャンパス祭に合わせてホームカミングデーが開催され

ました。今年は20名の参加者があり、ダッドレーチャペル

（旧館チャペル）で礼拝の後、１号館にて軽食を囲みつつ、懐

かしい友人・先生たちと和やかなひと時を過ごしました。来年

度も多くの卒業生の方と共に楽しい時間を過ごせることを教職

員一同お待ちしています。

聖和のクリスマス
　アドヴェントの始まりとともにクリスマスツリー点灯式を行

い、短大クリスマス礼拝、聖和キャンパスクリスマス礼拝と、今

年もクリスマスを祝うことができました。

　３日の点灯式は、関西学院吹奏楽部の演奏から始まり、ろうそ

くを灯しながら、全員で祈り、讃美歌を合唱してひと時を過ごし

ました。

　13日の短大クリスマス礼拝では、「紙粘土のクレッシュと音楽でた

どるクリスマス物語」が行われました。スクリーンで場面を投影しな

がら、２年ゼミ・先生方が歌で物語を紡ぎ、最後はホイッカーズによ

るクリスマスソングメドレーが繰り広げられました。

　19日の聖和キャンパスクリスマス礼拝では、学生・教職員のみなら

ず、卒業生、幼稚園、保育所の園児や近隣の方々も一緒に礼拝の時を

もちました。関西学院大学教育学部による影絵劇や竹中真氏による

ジャズピアノ演奏、教職員による特別編成聖歌隊、そしてホイッカー

ズによる演奏と心温まるクリスマスを迎えることができました。

　聖和短期大学では、すでに現場で働く保育士等が、より高度な専門的知識や技
術を修得し、今後、保育のリーダーとして活躍できる力を育成することを目的と
して、「保育士等キャリアアップ研修」を実施しています。
　2018年度は、兵庫県と大阪府からそれぞれ指定通知を受け、西宮聖和キャン
パスおよび大阪梅田キャンパスで７分野26講座を開講しました。
　2019年度以降の開講日程については、決まり次第、HPでお知らせします。ご
興味ある方は、ぜひ受講してみてください。

地区別教育懇談会（神戸）
RCCEC公開講座
実習協議会・就職懇談会
春学期卒業式
ホームカミングデー
聖和キャンパス祭（関聖祭・土日開催）

2018年９月１日
2018年９月７日
2018年９月11日
2018年９月15日
2018年11月10日

クリスマスツリー点灯式
短大クリスマス礼拝
聖和キャンパスクリスマス礼拝

2018年12月３日
2018年12月13日
2018年12月19日

★保育士等キャリアアップ研修

秋

冬
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学校法人関西学院　聖和短期大学
学長　千　葉　武　夫

住所　〒662－0827　西宮市岡田山 7－54
TEL　0798－54－6504
Ｅ－mail　tandai-jimu＠kwansei.ac.jp
URL　https://www.kwansei.ac.jp/seiwa_j_college/

連絡先　聖和短期大学事務室
お問い合わせは全て下記へご連絡ください

～2019年度の主なスケジュール～
（2019年４月～2020年３月）

2019年４月１日

2019年６月８日、７月28日、８月４日

2019年11月10日

2019年12月12日

2020年２月19日

2020年３月16日

2020年３月17日

2020年３月21日

入学式  

夏のオープンキャンパス

ホームカミングデー
（関西学院大学西宮聖和キャンパス大学祭日）

短期大学クリスマス礼拝

研修会（卒後支援）

卒業感謝礼拝

卒業式

春のオープンキャンパス

※上記日程は予定です。変更等がある場合は、聖和短期大学ホームページにて
お知らせしますので、ご確認ください。

INFORMATION

【手続窓口】　
公益社団法人　全国保育サービス協会
（旧称：社団法人　全国ベビーシッター協会）
〒160-0017　東京都新宿区左門町6-17　三王商会四谷ビル７F
TEL　03-5363-7455　E-mail　info@acsa.jp
※手続の詳細はこちらのURLへ
http://www.acsa.jp/index.htm

　2012年度（2013年3月）迄の卒業生で認定ベビー
シッター資格を取得された方は、登録更新を迎えまし
たので、お手続をお願いいたします。
　なお、資格更新期限は５年間となっておりますの
で、お手許の登録証（カード）を確認のうえ、更新の
該当年度にはお手続きいただきますようお願いいたし
ます。

※手続き窓口は右記参照⇒

☆認定ベビーシッター資格登録更新手続きのお知らせ

　本プログラムは、保育の現場で働く人材の確保のために、しばらく職場を離れていた幼稚園教諭や保育士が職場復帰を
希望する際や、資格を持ちながらも働いていない保育士等に対して、最近の保育の状況・動向等を現場実習も含めて学び
直すことができるようなプログラムを提供するものです。
　この講座の特徴は、自信を持って職場復帰することができるように新しい保育制度や家庭支援等の理論、アレルギーや
危機管理等の保育配慮する事項、保育実践等の内容、および現場実習で編成しています。また、本プログラムの内容は、
現職の保育士が「質の高い保育」を実施するために重要な事項も含まれており、現職研修としても活用できるように計画
的に構成しています。
　「保育は人の手によって行われる営み」であり、子どもの育ちに大きな影響をあたえるのは「保育者」です。本講座の
受講者が、より高度な専門的知識や技術を修得し、今後保育のリーダーとして活躍できる力を育成することを目指してい
ます。

 ＜プログラムの概要＞
○受講要件：①幼稚園教諭免許または保育士資格を有すること。

②全期間受講できること。
○受講期間：2019年４月～ 2020年３月（１年間）
○開講科目：保育と研修（集中講義）、保育実践（実習）
　　　　　　保育学研究演習（演習）
（BP）修了証書を発行いたします。

☆「保育実践力育成プログラム（BP）̶保育の学び直しプログラム̶」のご案内

※寄付金のお願い　～卒業生の皆さまから、学生支援のために～

　本学では、学生生活支援および教育研究環境の充実のために、寄付金を募集しております。寄付金のお申し込み及び
お問い合わせについては、下記までご連絡をお願いいたします。なお、寄付金のお申し込みの際には、「聖和短期大学の
ために」と申し添えください。
（※ご協力いただいた寄付金は個人、法人ともに税制上の減免措置を受けることができます。）
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